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１．はじめに  

 高品質・長寿命のコンクリート構造物を構築するためには，配合や練上がり温度などに加え，施工段階にお

けるコンクリート打設および養生管理も重要である．特に，コンクリートの練混ぜから打終わりまでの時間（以

下，使用時間という）および打重ね時間間隔に関する「打設時間管理」ならびに，打設後のコンクリート表面

の養生における「湿潤養生管理」は品質確保の観点において重要である．筆者らは，新津トンネル建設工事（福

岡県苅田町）における明かり区間のカルバートボックスの構築において，これまでに開発した打設時間管理お

よび湿潤養生管理に関する技術を適用した．本報では，実現場に適用した際の結果について示す． 

２．適用した管理技術の概要 

(1)打設時間管理技術 

 コンクリートの使用時間および打重ね時間間隔の管理においては，リアルタイムに状況を把握し，現場管理

者やコンクリート製造工場へフィードバックできるシステムが望まれていた．これに対して筆者らは，情報の

入力や確認，および警告を受信する機器として携帯電話に着目し，携帯電話および Web によるリアルタイム

な情報の共有と，使用時間および打重ね時間間隔に関する警告を自動的に発信するシステムを開発している 1)．

図-1に本システムの概要を示す． 

 本システムの特長を以下に示す． 

 携帯電話により情報（時間データ

や撮影画像）をリアルタイムに入

力可能． 

 情報をサーバ上で一元管理． 

 それぞれのコンクリート（アジテ

ータ車ごと）に対して，使用時間，

および打重ね時間間隔が設定し

た管理値に近づいた場合に担当

者へメールで警告． 

 Web 画面上で，使用時間および

打重ね時間間隔や，スランプ・

空気量等の品質検査状況がリア

ルタイムに確認可能． 

(2)湿潤養生管理技術 

 コンクリートの確実な強度増進や初期乾燥収縮によるクラック発生の防止などのために，打設後の湿潤養生

は重要である．筆者らは，コンクリート打設直後からコンクリート内部の湿潤性を直接把握する埋設型相対湿

度センサを開発している 2)．図-2に，センサおよびデータロガの外観を示す．本センサを利用した湿潤性の管

理は，コンクリート内部に本センサを埋設し，相対湿度を連続的に計測することで，コンクリートの湿潤性を

把握し，相対湿度が低下傾向にある場合は遅滞なく湿潤性回復策を施すものである．図-3 に，本センサを利
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図-1 携帯電話と Web によるコンクリートの打設管理システムの概要 
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用した湿潤養生管理のイメージを示す． 

３．適用結果  

 それぞれの管理技術について適用結果を以下に示す． 

(1) 打設時間管理 

 5.8m（幅）×6m（高さ）×11.5m（長さ）のカルバートボッ

クスの側壁・頂版構築のための，コンクリート打設において

打設時間管理技術を適用した．なお，打設コンクリート量は

112m3 で，12 層に分け打設した．運搬は 4.5m3容量のアジテ

ータ車 25 台である．ここでは，使用時間，および打重ね時

間間隔の許容時間をそれぞれ 120 分，および 150 分とした．

本技術の適用により，時間や品質に関する情報はリアルタイ

ムに現場関係者間で共有され，アジテータ車の配車や打込み

位置の修正がスムーズに実施された．アジテータ車ごとの使用時間，

および打込み層別の打重ね時間間隔の記録をそれぞれ図-4，および

図-5 に示す．図より，使用時間および打重ね時間間隔ともに，設

定した許容時間内であり，使用時間はほぼ平準化されている．  

(2)湿潤養生管理 

カルバートボックスの湿潤養生の管理を目的に，埋設型相対湿度

センサをコンクリートスラブ天端より 100mm，壁面より 10mm の

位置に埋設した（図-6参照）．湿潤養生管理目標を，「材齢 28 日ま

での期間におけるコンクリート内部相対湿度 90%RH を

確保する」こととし，相対湿度計測値が 95％RH 未満と

なった時点で，再給水等の湿潤性回復策を実施した． 
コンクリート内部相対湿度計測結果と管理値確保のた

めの対策実施状況を図-7に示す（図中に，併せて外気温

度，外気相対湿度，ならびにコンクリート温度を示す）．

本図が示すように，脱枠（材齢 14 日）までは，コンクリ

ートを湿潤状態に保つことができた．また，脱枠直後に

は，コンクリート表面に気泡緩衝シートを設置して養生

を継続したが，脱枠後 2 日（材齢 17 日）にはコンクリー

ト内部相対湿度 95%RH 未満となった．このため，コン

クリート表面への再給水を 2 度実施した．その結果，外

気相対湿度が比較的低い環境下においても，材齢 28 日ま

での期間において管理目標値を満足した． 
４．おわりに  

 開発した打設時間管理および湿潤養生管理技術をカルバートボックス構築において適用し，良好な結果を得

た．今後，高品質・長寿命のコンクリート構造物を構築するために，これらの管理技術の他工事への適用や，

適用結果を踏まえてより良い管理技術を目指した改良改善を行う予定である． 
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